
 

お楽しみ会  

 ３月１２日（月）の５、６時間目にお楽しみ会を行いました。学級委員と体育係が

中心となり、準備体操やはじめの言葉でスタートし、ドッチビー、ドロケイ、ドッ

チボールを行いました。先生方も加わり、文字通り楽しい２時間を過ごすことがで

きました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業式に向けて  

 来週２０日（火）に卒業証書授与式が行われます。練習や予行を行い、式の流れ

や動きは理解できていると思いますが、しっかりと気持ちの準備もして式に参加で

きるようにしましょう。また、校章・クラス章やボタンなど週末に服装の確認をし

てください。３年生の晴れの舞台です。今までの感謝の気持ちが伝わるように気持

ちを引き締めて臨んでください。  

  

来週の予定 

日  
曜

日  
１  ２  ３  ４  ５  ６  予定  

給

食  

19 月  学  体  国  
理

ｊ  
準備  ⑤⑥卒業式前日準備  ○  

20 火  第５７回  卒業証書授与式  × 

21 水  春分の日  ／  

22 木  英  体  理  国  掃  ／  ⑤大掃除  ○  

23 金  式  学  学  ／  ／   ／  ①修了式  ②学年集会  × 

学 年 だ よ り  №４２  ２０１８．３．１６  

芽が出て 、葉 が出 て、花 が咲 く！       
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第１学年  



期待の新人ゴーグル  Ｒ・Ｇ（レッド・グラッシード）さん  

                              

 たくさんの大会で優秀な成績を収めてきた。デビューしてから１年しかたっていな

いのに、まるでプロのようなオーラが感じられた。「大会で一生懸命頑張れるのは、持

ち主や友達が支えてくれているおかげです。」  

 １年前に現在の持ち主のもとに来た。きつねの目のようなりりしく、頑丈な体を黄

色と緑色のうでが支えてくれている。オリンピックの記念ゴーグルらしく、持ち主の

友達の元に兄弟がいるらしい。水の抵抗が少なく、花のグリップが調整可能で目にも

フィットし持ち主との相性が良いと言っていた。  

 「最近、持ち主にやたらと落とされて困っている。床がかたくて痛いから止めてほ

しい。だけど、大会の時など『頑張ろうな。』と言って話しかけてきてくれるからうれ

しい。」持ち主との絆が深いのだ。  

 「できるかぎり落とさないで、これからも大切に使ってほしい。」一言、持ち主に伝

え、次の大会を目指す。  

 

古井さんと松田さん  

  

 僕は時計である、と語り始めた。古井時計さんにインタビューをした。そしたら古井さ

んは僕に笑顔で語ってくれた。「６年間くらいここにいますね。」古井さんがいるのは、東

京都に住んでいるさんのお宅。さんが小学１年生の時に出会ったという。  

 そして大変なことや、最近の楽しみは、「そういえばたまに、針が止まってしまい、時

間がずれ、さんを困らせてしまっています。楽しみは、昔から針がゆれているのが見てい

て楽しいです。」  

 好きな時間は７時だと言う。理由は、７時の角度が好きだそうだ。「針が７時で止まっ

てしまった時は最高です。」古井さんの７時の愛は誰よりも強いであろう。  

 最後にさん、そして、人間に言いたいことがあるそうだ。「最近はスマホで時間を見る

人が多いので、スマホではなく、時計で時間を見てください。」これが古井さんの唯一の

願いだ。  

子供をとりこにするトランポリンさん  

 

 今回家のトランポリンさんは、やさしい顔をしながらインタビュー最後まで付き合って

くれた。トランポリンさんは子供を楽しませるために存在している。とりこにできない子

供はいないと自信満々に語ってくれた。彼は、子供が生まれたころに家に来たそうだ。選

んでくれてありがとうと思っているそうで、買ってくれた時、とてもうれしかったそうだ。

最後に彼はこのように語ってくれた。「僕を選んでくれたからにはお付き合いお願いしま

す。」と、真面目そうな真剣な顔で人間に向けてこう言い切った。人間にというよりは、

家に向けて言った言葉だろう。彼が働いている家の子供は幸福だと思う。なぜならこのよ

うなトランポリンさんが家にいるからだ。  

 インタビューをしているとだんだん頭に浮かんできた。楽しいリズムで跳ねながら楽し

そうに笑う子供とそれを見ながらほほえむトランポリンさんの姿が・・・。  

 

国語科の学習より  

 国語の授業で「なりきりインタビュー」という活動を行いました。  

 話し手は、教室や家庭にある物になりきってインタビューに答え、聞き手は、イ

ンタビューした物を擬人化して紹介する記事を書くための質問をしました。  

  

 


